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研究成果の概要（和文）：本研究は教員のウェルビーイングを高めるための働き方や生活を実証的に解明するこ
とにあった。その結果、次のことが明らかになった。
まず、教員の労働時間と生活満足度の関係は非線形であった。例えば、部活動指導のある中学校では長時間労働
の教員で生活満足度が必ずしも低くなかった。
他方、教員の長時間労働に伴う影響として、家族と一緒に過ごす時間の減少や教員の健康悪化が確認された。特
に、長時間労働の教員は頭痛の症状を訴える頻度が高かった。さらに、頭痛の症状を訴える頻度が高い教員ほ
ど、体調不良にもかかわらず出勤するプレゼンティーズムの傾向があった。間接的に長時間労働は教員の業務遂
行に影響をもたらすことが確認された。

研究成果の概要（英文）：The study was to empirically elucidate working and living practices that 
enhance teachers' well-being. The findings revealed the following.
First, the relationship between teachers' working hours and life satisfaction was non-linear. For 
example, life satisfaction was not necessarily lower among teachers who worked longer hours in 
secondary schools with club activity guidance.
On the other hand, a decrease in time spent with the family and a deterioration of teachers' health 
were identified as effects of teachers' long working hours. In particular, teachers who worked long 
hours reported headache symptoms more frequently. Furthermore, the more regularly teachers reported 
headache symptoms, the more presenteeism they tended to have in attending work despite their ill 
health. Indirectly, it was confirmed that working long hours impacts teachers' work performance.

研究分野： 教育行政学

キーワード： 教員　労働時間　健康　ワークライフバランス　ウェルビーイング　生活時間　計量分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで教員の長時間労働はメンタルヘルスの悪化との関係で学術的な実証と議論が展開されてきた。これに対
して、本研究は教員のメンタルヘルス以外に長時間労働が生活満足度や健康に及ぼす影響を解明したことによっ
て、教員の業務負担を研究してきた教育行政学・教育経営学および労働者の業務負担を研究対象としてきた隣接
学問への学術的貢献が認められる。
また、社会的意義として、教員の時短が教員の健康保持増進とコンディションのよい状態で教員が教育活動に従
事できるために必要であることを明確にできたことが挙げられる。他方、闇雲な時短が教員の動機づけ低下をも
たらす可能性があるという時短の留意点も示唆する結果も得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、教員の長時間労働や業務負担に対する関心が向けられ、教育（心理）学でも、教員

の多忙やバーンアウトに関する研究が行われてきた。他方、社会学や労働経済学等では、労
働者の長時間労働や業務負担について、ワークライフバランス、仕事以外の生活を含む生活
の質、健康、働きがい等を包括するウェルビーイングに着目した分析・考察がなされてきた。 
 そこで、本研究では教育学以外の領域で展開されてきたワークライフバランスやウェル
ビーイングの視点を教員研究に応用し、従来の教育（心理）学研究で考慮されてこなかった
教員がウェルビーイングを保てる働き方や生活とは何かを明らかにした。先行研究で注目
されてきた教員の業務負担という側面ではなく、ウェルビーイングという新たな観点から
今般の学校における働き方改革の課題を析出し、教員が健康で幸せになるためにどのよう
な改善策が必要なのかを実証的に明らかにするために本研究に着手した。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、教員のウェルビーイングが高まるような働き方と生活を明らかにする

ことにあった。社会学のワークライフバランス研究では、仕事外の生活と仕事が相互に影響
しあうことを示しているが、教員の業務負担に関する先行研究でも、それがうかがえる結果
が得られている。すなわち、女性教員のストレス度合いは高く、その背景には女性教員の育
児・家事負担があることが推察されている。しかし、仕事以外の生活が教員の仕事にどのよ
うな大きな影響を与えているのかについてまでは具体的に明らかにされてこなかった。 
そこで、本研究は教員の仕事以外の生活行動にも焦点を当て、さらに教員の業務負担とい

う仕事面のみならず、仕事を含めた生活全般の質を表すウェルビーイングに着目した。教育
（心理）学以外の領域で蓄積されてきた労働者のウェルビーイングに関する研究成果を、教
員研究に移入し、従来の教育（心理）学の研究になかった教員の幸福感を高めるための働き
方や生活を探究した。 
 
 
３．研究の方法 
 既存調査の二次分析と報告者が公立小中学校教員を対象に行った調査の分析を進めた。
二次分析には OECD「第 3 回国際教員指導環境調査」（TALIS 2018）、連合総合生活開発研究
所「日本における教職員の働き方・労働時間の実態に関する調査」（以下、連合総研調査）、
リクルートワークス研究所「全国就業実態パネル調査」の各データを使用した。TALIS2018
を用いて、諸外国・地域を含む教員のウェルビーイングと労働時間の関係を分析した。連合
総研調査の二次分析では、労働時間と仕事以外の生活時間の関係、さらに両者と教員の生活
満足度の関係を分析した。「全国就業実態パネル調査」については、教員と教員以外のホワ
イトカラー種との間で、労働時間とウェルビーイング（仕事満足度、生活満足度、ワーク・
エンゲイジメント、主観的不健康感）の関係の大きさが異なるかを分析した。 
報告者が行った調査はある都道府県内の市町村立小中学校 87 校に勤務する教員 1,520 名

を対象に行った。調査項目には労働時間のほか、生活時間（睡眠時間、家族と夕食を一緒に
とる頻度）、主観的健康感、抑うつ指標などを設定した。そして、この調査データを用いて、
労働時間と生活時間・主観的健康感・抑うつ傾向の関係などを分析した。 
あわせて、過去との比較から現在の教員の労働や生活実態を解釈するために、過去に教育

委員会や教職員団体が行った教職員の労働・生活実態調査に関する資料も収集した。具体的
には北海道、島根県、広島県、熊本県、沖縄県等の各道県立図書館を訪れ、当該地区の教員
の関連資料（いずれも禁帯出）を著作権の範囲内で複写した。 
 
 
４．研究成果 
 研究成果として、次の 3 点が得られた。第 1 に、教員の労働時間と生活満足度や働きがい
との関係は非線形であり、必ずしも長時間労働の教員で生活満足度や働きがいが低いわけ
ではなかった。この傾向は他職種と比較しても特徴的なものとして析出された。 
 第 2 に、労働時間が長い教員ほど、家族と一緒に過ごす時間が少なく、また主観的健康感
も悪かった。主観的健康感については、長時間労働の教員ほど頭痛を訴える頻度が高かった。 
 第 3 に、頭痛を訴える頻度が高い教員ほど、疾病出勤（プレゼンティーズム）の傾向があ
った。2 点目の結果も踏まえると、教員の長時間労働は間接的に教育活動に支障をもたらす
ことがうかがえる。 
 以上の一連の研究成果から、日本の教員にとっての時短は家族と過ごす時間を増やすこ
と、健康の保持増進、そしてコンディションの良い状態で教員が教育活動に取り組むために
必要なものと言える。一方で、闇雲に労働時間を削減することは教員の働きがいを低下させ



るおそれもある。そのため、学校の働き方改革を進める際には、教員の動機づけと健康の保
持増進との両立を模索することが重要だと言える。 
こうした長時間労働にもかかわらず教員は仕事にやりがいを持つ構造は、教員の労働や

生活に関する過去の実態調査の報告資料からもうかがえるもので、時代を問わず日本の教
員を特徴づける要素の一つと言える。仕事にやりがいがあるからこそ、日本の教員は長時間
労働になってしまう可能性も示唆され、ここに教員の労働時間を削減する難しさもうかが
えた。 
教員の私生活の充実、健康の保持増進、教育の質向上という観点から、時に教員を休ませ

る必要があることが今回の研究で得られた示唆である。そのうえで、今後の課題として、「教
員の動機づけを低下させることなく、いかにして必要な時に教員を休ませることができる
か」という問いを明らかにすることが挙げられる。この問いについて、教員の時短に向けた
学校レベル・個人レベルの方略を今後明らかにしたい。 
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